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１．概要（Summary） 

様々な外部環境において細胞の生理状態や遺伝子発

現のダイナミクスを詳細に理解するために、外部環境の精

密な制御をしながら一細胞レベルでのライブイメージング

を行うための技術が求められている。フォトリソグラフィー

技術を応用した種々の PDMS マイクロ流体デバイスがそ

のような目的のために開発されている。本課題では、

PDMS デバイス作成の最終工程である PDMS とカバー

ガラスの結合を行うために、酸素プラズマによる表面処理

を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ドライエッチング装置 

【実験方法】 

あらかじめイソプロパノールによって洗浄したカバーガ

ラス（ホウケイ酸ガラス）と PDMS マイクロ流体デバイスの

表面を酸素プラズマで活性化処理した。ドライエッチング

処理（サムコ製 RIE-10NR）の条件は以下の通り。 

GV2(O2)：100 SCCM 

初期 → プロセス圧力：70.0 Pa → 70.0 Pa 

RF出力：50 W 

放電時間：15 sec 

その後、ガラスと PDMS を積層して密着させ、エアインキ

ュベータを用いて 65℃で一時間程度加熱処理を行うこ

とで接合した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

接着後の PDMS マイクロデバイスを研究室所有の倒

立顕微鏡で明視野観察した結果をFig. 1に示す。対物レ

ンズの倍率は 40 倍であり、スケールバーは 20 m を示

す。垂直方向の櫛状の構造が細胞導入用のチャネルで

あり、企図した通りのデバイスが作成できている。その後、

液体培地を灌流させたところ、液体の漏れもなく、PDMS

とガラスの接着に成功していたと結論できる。 

 

 

Fig. 1 Microscopic image of a PDMS microfluidic 

device. 
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